
令和４年度  各教科の評価・評定について 

 

（１）評価と材料 

「評価」は生徒一人一人の学習活動に対して行うもので、毎日の授業の中で行っています。教科担当は評

価をするために様々な材料を用います。例えば、授業態度や発言の様子、課題に対する取り組みの姿勢、作

業の進捗状況、作品や提出物の状況、実技テスト、小テストなどがそうです。 

  

（２）観点別学習状況の評価 

各教科には、学習指導要領で示された学習の「観点」があります。「観点」は各教科の学習目標に照らし

て定められたものであり、その内容には「知識・技能」と「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む

態度」の項目があります。 

教科担当者は、生徒一人一人の各観点の実現状況を、(1)であげた教科資料等を用いて、学期あるいは学

年全体を通した評価（３年生の２学期の評価は、３年生の１学期・２学期を総合した評価）を行います。そ

れが通知表に掲載される「観点別学習状況の評価」です。 

 

（３）「観点別学習状況の評価」の段階 

本校では「観点別学習状況の評価」において 

「知識・技能」、「思考・判断・表現」については「Ａ+・Ａ・Ｂ・Ｃ+・Ｃ」の５段階。 

「 Ａ+ 」…その観点が「十分満足できると判断されるもののうち、特に程度の高いもの」(90％以上) 

「 Ａ  」…その観点が「十分満足できると判断されるもの」 (80％以上90％未満) 

「 Ｂ  」…その観点が「おおむね満足できると判断されるもの」(50％以上80％未満) 

「 Ｃ+ 」…その観点が「努力を要するとはんだんされるもの」(20％以上50％未満) 

「 Ｃ  」…その観点が「一層努力を要すると判断されるもの」(20％未満)  

 「主体的に学習に取り組む態度」については「Ａ・Ｂ・Ｃ」の３段階で表します。 

  「 Ａ  」…その観点が「十分満足できると判断されるもの」（８０％以上） 

  「 Ｂ  」…その観点が「おおむね満足できると判断されるもの」（５０％以上８０％未満） 

  「 Ｃ  」…その観点が「努力を要すると判断されるもの」（５０％未満）  

  

（４）評定とその段階 

「評定」は、学期あるいは学年全体を通した学習の状況を総括的に表したものです。 

総括に当たっては、「観点別学習状況の評価」をもとにします。 

評定は「５･４･３･２･１」の５段階で表します。５段階の示す意味は次の通りです。 

 「５」…「十分満足できると判断されるもののうち、特に程度の高いもの」 

          （観点別学習状況の評価を集約・総括した結果、達成率が９０％以上のもの） 

 「４」…「十分満足できると判断されるもの」 

          （観点別学習状況の評価を集約・総括した結果、達成率が８０％以上９０％未満のもの） 

 「３」…「おおむね満足できると判断されるもの」 

           （観点別学習状況の評価を集約・総括した結果、達成率が５０％以上８０％未満のもの） 

 「２」…「努力を要すると判断されるもの」 

           （観点別学習状況の評価を集約・総括した結果、達成率が２０％以上５０％未満のもの） 

 「１」…「一層努力を要すると判断されるもの」 

           （観点別学習状況の評価を集約・総括した結果、達成率が２０％未満のもの） 

 

（５）評定と観点別学習状況の評価の関係 
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 「観点別学習状況の評価」を総括して評定を算出するときに、重みづけを行っている教科は重みづけを

加味し、次の換算表に従って評定を算出する。（教科の重みづけは、次項） 



  「知識・技能」    「主体的に学習に取り組む態度」 

「思考・判断・表現」                     【３段階】 

             【５段階】                                     

                        

        

 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 重みづけを行った理由 

国語 １ １ １  

数学 １ １ １  

英語 １ １ １  

理科 １ １ １  

社会 １.４ １.４ １ ※【社会 注１】 

音楽 １ １ １  

美術 １ １ １  

保健体育 １.４ １.４ １ ※【保体 注１】 

技術・家庭 １.４ １.４ １ ※【技家 注１】 

※【社会 注１】知識を基礎として、その知識を材料として思考・判断する教科の性質上２項目を重視した 

※【保体 注１】授業中における、実技テストの結果を反映させるためこの２観点を重視した 

※【技家 注１】基礎的な技術や生活の自立に関する技術や、作品製作を通して課題解決する力が身について 

いることを図るためこの２観点を重視した 

 

評定の算出例 

（数学） 

  

 

 

  この場合の到達度は （１０＋８＋１０）÷３０×１００＝９３.３３% となるので５となる。 

 

（理科） 

 

 

 

この場合の到達度は （８＋８＋１０）÷３０×１００＝８６.６６% となるので４となる。 

 

（英語） 

 

 

 

この場合の到達度は （８＋６＋１０）÷３０×１００＝８０% となるので４となる。 

 

 （社会） 

 

 

 

この場合の到達度は （８×１.４＋６×１.４＋１０）÷３８×１００＝７７.８９% となるので３となる。 
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 Ｃ １ 
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観   点 評価 評価点 重みづけ 

知識・技能 Ａ+ １０ １ 

思考・判断・表現 Ａ ８ １ 

主体的に学習に取り組む態度 Ａ １０ １ 

観   点 評価 評価点 重みづけ 

知識・技能 Ａ ８ １ 

思考・判断・表現 Ａ ８ １ 

主体的に学習に取り組む態度 Ａ １０ １ 

観   点 評価 評価点 重みづけ 

知識・技能 Ａ ８ １ 

思考・判断・表現 Ｂ ６ １ 

主体的に学習に取り組む態度 Ａ １０ １ 

観   点 評価 評価点 重みづけ 

知識・技能 Ａ ８ １.４ 

思考・判断・表現 Ｂ ６ １.４ 

主体的に学習に取り組む態度 Ａ １０ １ 


